
 

（第２号様式）   
令和 7年３月 31 日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立城郷高等学校長  

令和６年度 学校評価報告書 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 
学校関係者評価 

（３月 12日実施） 
総合評価（３月 28日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等  成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①インクルーシ
ブ教育実践推進
校としての取組
を軸として、授
業のユニバーサ
ルデザイン化を
推進する。 
 
 
 
 
 
 
②組織的な授業
改善を重ねるこ
とで、生徒の学
習意欲を喚起
し、基礎学力の
定着を図るとと
もに、「自ら学
び続ける生徒」
を育てる。 

①すべての生徒
を対象としたユ
ニバーサルデザ
インの視点での
授業を研究及び
実践する。 
 
 
 
 
 
 
 
② 継続的な授
業改善や一人一
台端末の活用方
法について、教
員間での情報共
有を行うなど、
生徒の学力向上
を推進する。 

①授業に参加し
た生徒全員が、
理解を深めるこ
とができるよう
に組織的な授業
研究を行う。 
 
 
 
 
 
 
 
②一人一台端末
の有効活用、ア
クティブラーニ
ング型授業の工
夫など、生徒の
意欲を喚起し、
学力向上をめざ
した授業づくり
を推進する。 

① 年 間 を 通 し
て、ユニバーサ
ルデザインの視
点で授業及び使
用 教 材 を 見 直
し、改善するこ
とができたか。 
 
 
 
 
 
 
②端末の活用状
況を含め、教科
横断的に授業見
学を２回以上行
い、授業研究会
を通して授業の
最適化を図るこ
とができたか。 

①定期テストや実
習、授業レポート
等の評価を各教
科・科目内で共有
することにより、
共通認識をもって
成績管理を行うこ
とができ、授業後
の振り返りの活性
化にもつながっ
た。  
 
 
②端末を用いての
小テスト実施や、
実技科目において
は検索動画を共有
したり、閲覧し合
ったりすることに
より、主体的に学
習する意欲の向上
がみられた。 

①ワークシートを
学年で統一する、
授業の目標を明示
するなど、インク
ルーシブの視点も
取り入れたが、単
元や内容により実
施が難しい場合が
散見された。他校
の様々な取組を学
び、取り入れてい
きたい。 
 
②各教科内での授
業改善は日々進捗
しているが、他教
科から得られる知
見も考えられるた
め、教科横断的な
取組を計画・実施
していく。 

①定期テストや実習、授
業レポート等の評価を各
教科・科目内で共有する
ことにより、成績管理を
行うことができ、授業後
の振り返りの活性化にも
つながったことから、ユ
ニバーサルデザインの視
点で授業及び使用教材を
見直しするなど改善がで
きたとして評価する。 
 
 
②端末を用いての小テス
ト実施や実技科目におい
て検索動画の共有や閲覧
することで、主体的に学
習する意欲の向上がみら
れた点で、授業の最適化
を図ることができたと評
価する。 

①ユニバーサルデザインの視点
を様々な教育活動において展開
する中で、学習指導において学
びを深める成果を上げることが
できた。生徒も教員も毎年入れ
替わる中で、取組を形骸化しな
いようにすることが課題となる
また、インクルーシブの視点を
授業にも取り入れているが、単
元や内容によって難しいことも
あった。 
 
 
②教材研究を進め、端末がどの
ように利用できるか研究を進め
ている。その成果として、生徒
が主体的に学ぶ姿勢が多く参ら
れてきている。すべての教科・
科目での活用も課題となる。 

①ユニバーサルデザインの視点
をもってインクルーシブ教育を
さらに充実させていくことが必
要である。インクルーシブの視
点で教科指導を実施する際に見
られた課題の解決に向けて、学
校全体での検討や他校の情報を
参考にするなど組織的な改善を
していく。 
 
 
 
 
②一人一台端末の利活用が進ん
でいるが、より多くの教科、科
目で授業改善と連動するように
研究を進める必要がある。校内
において、より効果的な活用方
法を実践するため、他校の報告
を参考にしたり、研修会等に参
加したりする必要性がある。 

２ 生徒指導・支援 

①「生徒支援」
の観点から、安
全・安心な学校
生活を保障す
る。また、教育
相談体制を充実
させ、生徒のサ
ポートを徹底す
る。 
 
 
②自己表現・自
己実現ができる
豊かな人間性を
育むため、学校
生活の中で生徒
が活躍し、成功
体験を積む機会
を設定する。 

①生徒の安心安
全な学校生活に
資するため、一
人ひとりの生徒
に寄り添い、組
織的に支援す
る。 
 
 
 
 
②学校行事や部
活動等における
目標や意義を示
し、生徒自ら実
践・振り返りを
通して達成感を
体感させる。 

①かながわ子ど
もサポートドッ
クを活用した積
極的な教育相談
を展開すること
で、学校生活に
困り感のある生
徒を支援につな
げる。 
 
 
②自分自身の役
割を自覚させる
ことで、学校行
事や部活動等で
生徒自ら考え、
実践する力を養
う。 

①かながわ子ど
もサポートドッ
クの本格導入に
より、教育相談
を充実させ、積
極的な支援につ
なげることがで
きたか。 
 
 
 
②さまざまな教
育 活 動 を 通 し
て、生徒主体の
取組により意識
の変容や達成感
を数値により評
価ができたか。 

①かながわ子ども
サポートドックを
積極的に活用する
ことで、面談の機
会が増え、教育相
談の充実を図るこ
とができた。困り
感のある生徒に対
して支援につなげ
ることができた。 
 
②体育祭の充実感
（ 満 足 度 ） は
86.8％の生徒が肯
定的であり、文化
祭 の 充 実 感 は
94.5％の生徒が肯
定的であった。球
技大会においても
生徒が自主的に運
営できていた。 

①SC、SSW との連
携が今後の課題で
ある。生徒のサポ
ートにおいて、専
門的な知識を生か
し切れていないと
感じる。組織的に
考えていきたい。 
 
 
 
②部活動を通じて
達成感を体感でき
ている生徒（部活
加入率）を増やし
ていく。委員会活
動が教員主導にな
りがちなので、生
徒主体の活動を増
やすよう改善して
いく。 

①かながわ子どもサポー
トドックを積極的に活用
することで、面談の機会
が増え、教育相談の充実
を図ることができ、生徒
に対して支援につなげる
ことができた点が評価で
きる。 
 
 
 
② 体 育 祭 の 充 実 感 は
86.8％の生徒が、文化祭
の充実感は 94.5％の生徒
は肯定的であった。ま
た、球技大会においても
生徒が自主的に運営でき
ていた点から、教育活動
を通して、生徒主体の取
組により意識の変容や達
成感を数値により見える
化できたことも評価でき
る。 

①かながわ子どもサポートドッ
クの本格導入により、面談の機
会が増え、教育相談の充実を図
ることができ、生徒の支援につ
なげることができた。一方では
困り感のある生徒が回答に自分
の気持ちを伝えているか課題も
ある。 
 
 
 
②体育祭、文化祭は多くの生徒
が計画、準備、実施まで積極的
にかかわり、生徒主体の行事を
進めることができた。行事を通
して生徒の成長も感じられ、さ
らに充実感を高める工夫が課題
となる。 

①かながわ子どもサポートドッ
クの本格導入により生徒の困り
感の解消に成果を上げている。
しかし、担任、養護教諭、SCや
SSW とさらに連携し、さらに合
理的なものとなるよう検証や実
践事例の共有など校内で組織的
に進めていく必要がある。 
 
 
 
②学校行事や部活動等を通して
生徒自ら自分自身の役割を自覚
させることが必要である。一人
ひとりの生徒にホームルーム活
動や部活動など多くの場面で支
援していく必要がある。 
 

３ 進路指導・支援 

①生徒一人ひと
りが自己理解を
深め、職業観や
勤労観を養うこ
とで、主体的に

①さまざまな活
動の機会を通し
て、生徒に職業
観・勤労観を身
に付けさせる。 

①「総合的な探
究の時間」を活
用するなど、生
徒のキャリア発
達に資する支援

①本校生徒の実
情に適合するキ
ャリアプログラ
ムを計画し、生
徒に充実感を与

①年間を通じて、
各学年の実情と実
態を踏まえてのキ
ャリアプログラム
を実践することが

①生徒が充実感を
さらに得られるよ
うなキャリアプロ
グラムを再考し、
多様化する選抜方

①年間を通じて、各学年
の実情と実態を踏まえて
のキャリアプログラムを
実践し、各生徒が充実感
を得ることができた点が

①学年ごとに実情や実態に合わ
せたキャリアプログラムを実施
しており、生徒の希望する進路
の実現に成果を上げている。 
生徒の多様な進路先の対応や選

①３年間を見通したキャリアプ
ログラムの精査や検討がさらに
必要である。また、大学入試等
の情報収集を進めるとともに、
入学年度で異なる生徒の進路意



 

自らの将来を考
える姿勢を育て
る。 
 
②キャリア教育
の柱として、高
校卒業後の将来
設計を考えさせ
る探究活動を重
視する。 
 

 
 
 
 
② 外部教育機
関との連携及び
学習コンテンツ
を活用し、自己
実現に向けた支
援を行い、生徒
に将来を展望さ
せる。 

をおこなう。 
 
 
 
② キャリアガイ
ダンスや上級学
校訪問などのブ
ラッシュアップ
を 図 る と と も
に、スタディサ
プリの有効利用
を考える。 

えることができ
たか。 
 
 
② 本校生徒に有
効なキャリアガ
イダンスを年３
回実施すること
ができたか。ま
た、学習コンテ
ンツの最適化を
図ることができ
たか。 

でき、各生徒が充
実感を得ることが
できた。 
 
②年３回のキャリ
アガイダンスを実
施することができ
た。また、学習コ
ンテンツに関して
は、各教科にアナ
ウンスをすること
で、個々の生徒へ
最適化を図ること
ができた。 

式へ対応できるよ
うに内容を考える
必要がある。 
 
②キャリアガイダ
ンスの内容等につ
いては、今後検討
し、本校生徒に適
したものにする必
要がある。学習コ
ンテンツに関して
は、全員に必ず提
供するのではな
く、必要としてい
る生徒が利用し
て、有効活用でき
る内容を提供して
いく。 

評価できる。 
 
 
 
②計画的なキャリアガイ
ダンスを実施することが
できた。また、学習コン
テンツに関しては、各教
科にアナウンスをするこ
とで、個々の生徒へ最適
化を図ることができた点
を、評価できる。 

抜方法への課題もある。 
 
 
 
②計画をした３回のキャリアガ
イダンスを通して、各学年にあ
う進路への支援を適切に行うこ
とができた。多様化する社会に
おいて必要な情報を提供できる
ようにすることも課題である。 
学習コンテンツについては教科
担当が軸となり個々に向けて指
導、支援を行うことで学習の成
果を上げることができた。しか
し、生徒の実態を踏まえ実施の
内容を検討したい。 
 

識や入学試験への考え方など、
的確に把握して生徒が安心して
進路を決められるよう整備す
る。 
②年３回実施しているキャリア
ガイダンスが、多様化する生徒
の実態に即してしているかアン
ケートをもとに検証する必要が
ある。学習コンテンツの活用方
法については、活用の実態を踏
まえ、生徒からの希望も踏ま
え、より学習成果をあげられる
ようキャリア支援グループにお
いて検討していく。 
 

４ 地域等との協働 

① 学校運営協
議会（コミュニ
ティ・スクー
ル）を中心に、
協働的・双方向
的な学校づくり
を推進する。 
 
 
 
 
 
② 地域への貢
献と、地域資源
の活用を両立さ
せ、「地域社会
とともに育ち・
伸びる学校」を
めざす。 

①持続可能な学
校づくりをめざ
し、教育活動の
情報を発信し、
本校の魅力や課
題を共有し、改
善につなげる。 
 
 
 
 
 
②「地域の中の
学校」として、
地域貢献活動を
充実させるとと
もに、教育連携
を締結している
上級学校を活用
し、生徒の資質
向上を図る。 

①教育活動の成
果を発信すると
ともに、外部か
らの意見を聴取
し、本校の取組
をさらに充実さ
せる。 
 
 
 
 
 
② 効果的な活動
とするため、現
行の地域貢献活
動を精査する。
また、教育連携
先を整理し、教
育人材を派遣し
て も ら う こ と
で、生徒の進路
活動に生かす。 

①週１回ホーム
ページの更新を
行い、最新の情
報を保護者や中
学生、地域住民
に提供すること
ができたか。 
 
 
 
 
 
② 地域貢献活動
や授業等におけ
る地域人材・資
源の活用を拡充
させることがで
きたか。 
 

①週１回ホームペ
ージの更新を、評
価の観点とした
が、古いものの削
除と更新を関係部
署に依頼するまで
の活動にとどま
り、定期的かつタ
イムリーな更新に
取り組めなかっ
た。 
 
②進路指導や外国
語学習で、校外の
人材を活用する場
面があったが、地
域というレベルで
の取組を積極的に
行うことができな
かった。 

①週１回のホーム
ページの更新がで
きるよう、内容に
ついて、担当者が
依頼から更新まで
の流れを明確にし
て、ホームページ
が有効に機能する
体制を構築する。 
 
 
 
②自治会や周辺企
業と連携し、地域
の人材やコミュニ
ティ活動の情報を
収集する。その内
容を踏まえて、地
域と連携できる企
画を立案・実施す
る。 

①週１回ホームページの
更新を、評価の観点とし
たが、古いものの削除と
更新を関係部署に依頼す
るまでの活動にとどま
り、定期的かつタイムリ
ーな更新に取り組めなか
った点について、未達成
と評価する。 
 
 
 
②進路指導や外国語学習
で、外部人材を活用する
場面があったが、地域レ
ベルでの取組を積極的に
行うことができなかった
点から地域貢献活動や授
業等における地域人材・
資源の活用を拡充ができ
ず、未達成と評価する。 

①ホームページの更新について
は、目標通りに教育活動の取組
を適切に更新ができなかった。 
中学生、その保護者や県民に対
して、より新しい情報を発信で
きるよう更新が課題となった。 
また、ホームページの更新がス
ムーズにできる仕組みづくりも
課題となった。 
 
 
 
②教科指導における外部人材の
利用は見られたものの、地域と
連携した教育活動の取組ができ
なかった。課題となった。 
 
 
 

①教員のスキルの問題で更新が
定期的に進んでいないことが考
えられる。マニュアルの整備や
研修会を通して、誰もがホーム
ページを扱えるようにする。 
「シチズンシップ教育」、「人
権教育」など本校の取組につい
ての情報を掲載するなど内容の
刷新も検討したい。 
 
 
 
②学校周辺の自治会、地元企業
等との協働やボランティア活動
など、生徒が様々な場面で参加
できる場面が必要である。教員
と地域の方々との情報交換など
をする機会を積極的に設ける必
要がある。 
 
 
 

５ 
学校管理 
学校運営 

① ユニバーサ
ルデザインの観
点から、学校全
体を検証し、す
べての生徒にと
って安全・安心
な学習環境を整
備する。 
 
 
 
② 全職員が学
校運営上の課題
を共有すること
で、事故・不祥
事防止の徹底を
図る。 

① ユニバーサ
ルデザインの観
点で学習環境の
評価・検証を行
い、生徒にとっ
て安心、安全な
学校づくりを推
進する。 
 
 
 
② 職員が自校
の課題を認識
し、改善を図る
ことで、事故・
不祥事ゼロを実
現し、協働的で
働きがいのある
職場環境をつく
る。 

① インクルーシ
ブ教育実践推進
校として、本校
のユニバーサル
デザインの観点
を確立し、生徒
の学校生活を支
援する。 
 
 
 
② ヒヤリハット
事例や職務上の
困り感を職員同
士が共有するな
ど、コミュニケ
ーションを大切
にした、風通し
の良い職場にす
る こ と を め ざ
す。 

① 教育活動に係
る環境を教職員
が常に点検し、
課題や予見でき
る事象について
共有し、改善す
ることができた
か。 
 
 
 
②各自の業務を
点検し、報告・
連絡・相談を適
切 に 行 い 、 事
故・不祥事ゼロ
を 達 成 で き た
か。また、月２
回以上事故・不
祥事防止に係る
情報を職員に提
供できたか。 

①全生徒の相互理
解を促進し、安心
して学校生活を過
ごせる機会を設け
るために、複数学
年が一緒に学ぶ相
互理解学習会を計
画し、全６回実施
した。 
 
 
②毎月職員会議、
朝の打合せにおい
て不祥事防止や事
故防止に係る資料
をもとに職員全体
で共有した。ま
た、管理職と教職
員が話しやすい環
境づくりを職場全
体で取り組めた。 

①全校生徒が一緒
に学ぶことで緊張
感や学習の取組へ
の成果を感じるこ
とができた。さら
に、相互理解学習
の課題を整理して
学びを支援する。 
 
 
 
②企画会議におけ
る不祥事防止会議
をはじめ、毎月 2
回以上、視点を変
え、時機逸するこ
となく、職員へ啓
発を実施した。次
年度も事故・不祥
事ゼロをめざして
いく。 

①全生徒の相互理解を促
進し、安心して学校生活
を過ごせる機会の工夫
を、相互理解学習会を実
施するなど、教育活動に
係る環境を教職員が常に
整備し、課題や予見でき
る事象を共有しつつ改善
が進んだ点を踏まえ、達
成できたと評価する。 
 
②計画的に不祥事防止や
事故防止に係る資料をも
とに職員全体で共有する
など職場全体での取組や
職場環境の改善を進めて
いる点から達成できたと
評価する。 

①全生徒を対象に行った相互理
解学習会では同一のテーマで一
緒に学習する機会を６回設ける
ことで、一般募集、特別募集の
生徒が共通の内容を６回実施す
る中で、他者理解や自己表現が
進み生徒の学びが深まった。ま
た、相互英海学習会の成果とな
った。 
 
 
②不祥事防止研修等を通し 
て、日頃から気に留める視点を
共有することにより、事故・不
祥事ゼロを達成できた。事故、
不祥事の発生は予見できないこ
ともあることから、さらに「同
僚性」の意識をもって業務を進
めたい。 

①今年度は初めての取組とし
て、生徒の反応を観察しながら
実施した。参加生徒からのアン
ケートや聞き取りを行い、生徒
の実態を踏まえ、学習内容や学
年の組合せなど検討が必要であ
る。 
 
 
 
 
②不祥事防止や事故防止の研修
では、経験の浅い職員が研修講
師として担当することで、「自
分事」と意識できるようにした
い。また、小さな工夫、職員か
らのアイデアも募りながら、
「同僚性」を高められる取組を
進めたい。 



 

 


